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◆ 四 十 二 番 （ 今 井 光 子 ）  （ 登 壇 ）  日 本 共 産 党 の 今 井 光 子 で す 。  

 七 十 四 年 前 の 十 二 月 八 日 、 日 本 が ア ジ ア 太 平 洋 戦 争 を 開 戦 を し た 日

で ご ざ い ま す 。 二 度 と 再 び 、 戦 争 を 繰 り 返 さ な い 決 意 を 込 め て 、 一 般

質 問 を さ せ て い た だ き ま す 。  

 陸 上 自 衛 隊 駐 屯 地 誘 致 及 び 広 域 防 災 拠 点 整 備 に つ い て 、 質 問 し ま

す 。  

 戦 争 法 が 可 決 し て 以 後 、 戦 争 す る 国 づ く り が 進 み 、 平 成 二 十 八 年 度

軍 事 予 算 は 五 兆 円 を 超 え る と 報 道 さ れ ま し た 。 十 月 三 十 日 、 日 本 平 和

大 会 ｉ ｎ 富 士 に 参 加 し ま し た が 、 全 国 の 自 衛 隊 の 駐 屯 地 、 米 軍 基 地 で

は 、 基 地 の 機 能 強 化 が 進 め ら れ て い ま し た 。 憲 法 違 反 の 平 和 安 全 法 の

廃 案 を 求 め る 声 は ま す ま す 広 が っ て い ま す 。  

 政 府 は ア メ リ カ 言 い な り 政 治 を 進 め る 一 方 、 ア メ リ カ に 押 し つ け ら

れ た 憲 法 だ か ら 改 正 が 必 要 だ と 矛 盾 し て い ま す 。 押 し つ け ら れ る と い

う の は 、 嫌 な も の を 無 理 に さ せ る こ と で す 。 日 本 国 憲 法 は 七 十 年 間 、

紛 争 が 絶 え な か っ た 世 界 の 中 に あ っ て 、 戦 争 を し な い で こ ら れ た 我 が

国 が 誇 る す て き な も の で す 。  

 日 本 国 憲 法 は 、 高 野 岩 三 郎 ら 民 間 の 研 究 者 の 草 案 が 参 考 に さ れ 、 植

木 枝 盛 ら か ら 連 綿 と 続 く 日 本 人 の 自 由 民 権 へ の 意 思 が 投 影 さ れ て い ま

す 。 最 終 的 に は 日 本 政 府 の 案 と し て 国 会 に 提 出 さ れ 、 衆 議 院 で 賛 成 四

百 二 十 一 、 反 対 八 の 圧 倒 的 多 数 の 賛 成 に よ っ て 決 定 し た の が 日 本 国 憲

法 で す 。 素 直 に あ り が と う と 言 っ て 使 え ば い い で は な い で し ょ う か 。  

 戦 争 法 を 廃 案 に し て 、 憲 法 九 条 を 世 界 に 広 げ る こ と こ そ 日 本 の 果 た

す 役 割 で あ り 、 そ の 中 で も 奈 良 県 は 全 国 で た だ 一 つ 、 陸 上 自 衛 隊 の 駐

屯 地 を 持 た な い 県 と し て 、 そ の 役 割 は 重 要 で す 。  

 県 内 で は 、 昨 年 度 も 小 学 校 の 修 学 旅 行 は 全 て 被 爆 地 広 島 、 長 崎 に 行

く な ど 、 子 ど も の こ ろ か ら の 平 和 教 育 が 行 わ れ て い ま す 。 戦 後 間 も な

く 、 奈 良 県 に ア メ リ カ 駐 留 軍 や 保 安 隊 の 基 地 建 設 が 行 わ れ よ う と し ま

し た が 、 建 設 に 反 対 す る 県 民 の 戦 い で 断 念 さ せ ま し た 。  



 一 九 五 二 年 、 ア メ リ カ 兵 向 け の 慰 安 施 設 奈 良 レ ス ト ・ レ ク リ エ ー シ

ョ ン セ ン タ ー 、 Ｒ Ｒ セ ン タ ー が 奈 良 市 尼 辻 町 に 設 置 さ れ ま し た 。 地 域

で は 、 ア メ リ カ 兵 に よ る 犯 罪 が 多 発 し 、 風 俗 の 乱 れ は き わ み に 達 し 、

市 民 や 学 生 か ら 抗 議 と セ ン タ ー 廃 止 の 運 動 が 起 き 、 奈 良 県 地 方 労 働 組

合 総 評 議 会 、 奈 良 ユ ネ ス コ 協 力 会 、 婦 人 ・ 教 育 団 体 な ど が 、 セ ン タ ー

廃 止 期 成 同 盟 を 結 成 し 、 一 年 三 カ 月 余 り の 戦 い で 移 転 、 廃 止 を か ち 取

り ま し た 。  

 一 九 五 三 年 に は 、 保 安 隊 の 基 地 建 設 反 対 の 一 点 共 闘 が 結 実 し 、 当 時

の 知 事 を は じ め 、 市 町 村 長 、 各 級 議 員 、 財 界 な ど に 支 援 を 要 請 し 、 労

働 組 合 、 地 域 自 治 会 、 Ｐ Ｔ Ａ 、 婦 人 団 体 、 宗 教 者 な ど の 一 点 共 闘 の 輪

を 広 げ 、 一 九 五 七 年 、 国 は 保 安 隊 建 設 を 諦 め 、 そ の 地 域 に 奈 良 学 芸 大

学 、 今 の 奈 良 教 育 大 学 の 移 転 を 決 め ま し た 。 奈 良 県 に 陸 上 自 衛 隊 の 基

地 が な い の は 、 平 和 を 希 求 す る 県 民 の 世 論 と 運 動 の 上 に 、 今 日 の 奈 良

県 が 存 在 し て い る か ら で す 。  

 十 月 二 十 日 、 日 本 共 産 党 県 議 団 は 、 防 衛 省 に 奈 良 県 の 駐 屯 地 問 題 で

直 接 意 見 を 聞 き に 行 っ て ま い り ま し た 。 防 衛 省 は 、 奈 良 県 か ら は 平 成

二 十 五 年 か ら 要 望 を い た だ い て い る が 、 困 難 と 答 え て い る と の こ と で

す 。 ヘ リ ポ ー ト の 調 査 費 に つ い て は 今 年 度 、 調 査 を 行 い 、 地 形 や 風 向

き な ど 設 置 可 能 か ど う か も 含 め て 、 今 年 度 中 に ま と め る と の こ と で し

た 。 県 が 考 え て い る よ う な 、 国 が ヘ リ ポ ー ト の 場 所 を 特 定 し た ら 、 県

の 広 域 防 災 施 設 を つ く る と い う こ と で は 、 い つ に な る か わ か ら な い と

い う 印 象 を 受 け ま し た 。  

 そ こ で 、 知 事 に お 尋 ね し ま す 。  

 奈 良 県 の 災 害 対 策 を 進 め る に は 、 陸 上 自 衛 隊 ヘ リ ポ ー ト 誘 致 に 固 執

す る の で は な く 、 現 在 、 老 朽 化 が 進 ん で い る 消 防 学 校 建 て か え を 中 心

と し た 、 広 域 防 災 拠 点 整 備 を 優 先 す べ き と 考 え ま す が 、 い か が で し ょ

う か 。  

 

◎知事（荒井正吾） （登壇） 四十二番今井議員のご質問がございました。 

 最初は、陸上自衛隊駐屯地誘致のご質問でございます。 

 本県では、県内の地震、大洪水はもとより、南海トラフ巨大地震による津波被害の発生が

予想される紀伊半島でございますので、紀伊半島海岸地域への救援も見据えまして、五條市

への陸上自衛隊ヘリポート及び駐屯地の誘致を進めております。まず、救援活動の拠点とな

る自衛隊ヘリポートの先行的整備を五條市とともに働きかけているところでございます。 

 平成二十五年十二月に閣議決定されました防衛計画の大綱におきましては、防衛力の役

割に大規模災害等の対応が大きく位置づけられております。自衛隊にとりまして、南海トラ



フ巨大地震など、大規模災害への対処が、従前にも増して重要視されているように思ってお

ります。 

 このような背景もありまして、防衛省では本県の考えにご理解をいただいていると思い

ます。昨年度に引き続きまして、今年度も予算を計上して、県と共同してヘリポートの配置

検討に係る調査を進めていただいております。来年度予算の概算要求におきましても、自衛

隊の展開拠点確保に係る基本構想業務として、本県の構想について約四百万円を計上して

いただいております。 

 現在、ヘリポートの候補地を一カ所に絞るべく、五條市、県、防衛省で検討を進めている

ところでございます。この十一月には私が防衛大臣政務官及び陸上幕僚長に要望を行いま

した。防衛省が陸上自衛隊ヘリポートの設置を否定されているとは感じませんでした。大変

前向きな感触を感じたところでございます。 

 一方で、駐屯地の設置につきましては、現在、防衛省で陸上自衛隊駐屯地を南西地域に整

備するなど、予算面でも余裕のない時期だというふうにおっしゃっておりまして、すぐに予

算的に対応していただくことが難しいことは承知をしております。このため、ヘリポートの

先行整備をお願いしているところでございます。 

 自衛隊のヘリポートの整備さえあれば、とりあえず大規模災害時、例えば鬼怒川の大水害

のようなものが大和川に起こることは十分、予想されるわけでございますが、そのような場

合でも陸上自衛隊のヘリポートによる県民のピックアップなどを迅速に行い、救援が可能

となり、県民に大きな安心感をもたらすことができますので、ヘリポート先行整備型の駐屯

地の県内への配置がぜひとも必要だと考えているところでございます。 

 陸上自衛隊の駐屯地誘致は、県議会におかれましても誘致推進に関する意見書を国に提

出されております。県全体の取り組みとして進められているものと認識をされているとこ

ろでございます。引き続き、五條市とともに粘り強く要望を続けてまいりたいと考えており

ます。 

 また県では大規模災害時に、県内外への迅速な応援を実施するために、救助要員のベース

キャンプ機能、救援物資の備蓄・集配機能などを有する県の広域防災拠点を消防学校とあわ

せて新たに設置することが効果的であろうかと思っております。このため、昨年度から新し

い消防学校に必要な教育訓練内容や施設整備の構成並びにあわせて整備する広域防災拠点

の機能について検討を進めているところでございます。 

 人命救助の中心となります自衛隊、警察、消防の三つの組織が一カ所を拠点に連携するこ

とができれば、災害時の初動対応において大きな力が発揮できると考えております。このこ

とから、県の施設だけを整備することは考えておりませんが、防衛省が自衛隊のヘリポート

の整備の場所を決定していただければ、県が消防学校及び広域防災拠点の整備を先行して

着手することは可能と考えております。 

 今後とも、県にとって最良の姿であります陸上自衛隊ヘリポートと隣接し、消防学校を併

設した広域防災拠点の実現を引き続き目指してまいりたいと思います。 

 

◆ 四 十 二 番 （ 今 井 光 子 ）  二 点 、 質 問 を さ せ て い た だ き た い と 思 い ま



す 。  

 一 つ は 自 衛 隊 の 問 題 で す 。  

 県 が 出 し て お り ま す こ れ を 見 ま す と 、 平 成 二 十 八 年 度 の 防 衛 省 の 概

算 要 求 で 、 自 衛 隊 が 奈 良 県 広 域 防 災 拠 点 施 設 を 利 用 す る 場 合 に 考 え 得

る 基 本 コ ー ス を 検 討 の た め の 経 費 四 百 万 円 と な っ て お り ま す 。こ れ は 、

自 衛 隊 の ヘ リ ポ ー ト に 奈 良 県 広 域 防 災 拠 点 施 設 を 整 備 す る の で は な く

て 、 奈 良 県 広 域 防 災 拠 点 施 設 を 自 衛 隊 が 利 用 す る 場 合 と い う 予 算 に な

っ て お り ま す の で 、 知 事 の 思 っ て お ら れ る こ と と 国 が 考 え て い る こ と

は 、 私 は 違 う ん じ ゃ な い か と 思 い ま す が 、 そ の 点 を 伺 い た い と 思 い ま

す 。  

 

◎ 知 事（ 荒 井 正 吾 ） 自 衛 隊 の 予 算 は 、県 が 防 災 基 地 を つ く る と き は 、

自 衛 隊 に 、 防 衛 省 に 予 算 の お 願 い は 行 き ま せ ん 。 自 衛 隊 も そ の よ う な

予 算 は つ け ら れ ま せ ん 。 国 の 予 算 と し て 国 費 調 査 が つ い た と い う こ と

を 、 ぜ ひ ご 認 識 し て く だ さ い 、 県 民 の 皆 様 も 。 国 費 の 調 査 費 が つ い て

い る と い う こ と で 、 自 衛 隊 の た め の 調 査 費 で ご ざ い ま す の で 、 県 は 一

緒 に 調 査 を さ せ て 、 共 同 調 査 と い う こ と は 何 度 も 言 っ て お ら れ ま す の

で 、 そ の 点 を ご 了 解 く だ さ い 。  

 そ れ と 、 自 衛 隊 は 自 衛 隊 の ヘ リ ポ ー ト 設 置 を 決 め て 調 査 す る わ け で

は あ り ま せ ん の で 、 あ ら ゆ る こ と が そ う で ご ざ い ま す が 、 決 め て 調 査

す る よ と 言 っ て い る こ と は あ り ま せ ん 。 自 衛 隊 が ヘ リ ポ ー ト を つ く れ

る か ど う か を 、 空 域 と か 地 表 の 調 査 を 一 緒 に し ま し ょ う と い う こ と で

ご ざ い ま す の で 、 普 通 の 陸 上 自 衛 隊 設 置 に 向 け た 調 査 で あ る と 県 民 の

皆 様 、 よ く ご 了 解 く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


